文京区国内交流・連携事業補助金

事　業　計　画　書

	事　業　名
	刺繍ワークショップ

	新規 ・ 継続 (実施　２年目) ※継続の場合、前年の実績がわかる資料を添付してください。

	共催、後援、協賛等団体
	石川県金沢市の加賀繍団体

	実 施 日 時
	令和X年　XX月　XX日　XX時からXX時（2時間程度）

	実 施 場 所
	石川県金沢市の加賀繍団体（XXX）とリアルタイムオンライン（Zoom使用）、各家庭

	事業対象者及び
参加予定者数
	小学生とその保護者　XX組

	事業、交流の目的・内容（交流を通して、どのように相互に相手団体・地域への理解を深めるのかを具体的に記載）
	Zoomを使用してXXXが加賀繍の手法の説明し、その後参加者にも体験してもらう。今年度からは実際に現地の素材を利用し、素材の説明もする。なぜ石川県で刺繍が伝統的に行われてきたのか、特産になったかなど地域の歴史も含めて説明する。また、歴史的・文化的につながりの深い石川県金沢市と文京区の歴史を説明する。その際に加賀宝生のルーツである宝生流の能楽堂を紹介し、石川県をより身近に感じてもらう。実際に体験が終わった際に両団体の参加者で感想や意見を言い合い、交流をはかる。

	事業の効果、交流により期待する効果
	日々の暮らしの中で触れる機会は少ないが、日本に昔から伝わる伝統文化としての加賀繍を体験することで、文京区の交流自治体だが、今までは遠い場所であった石川県を身近に感じることができる。また、実際に自分の手を動かして経験した文化は、子供たちの知識欲を刺激すると同時に、豊かな心を育むことができると考える。

	実施スケジュール

	XX月　
現地団体とオンラインで打ち合わせ
XX月　
現地から材料購入、参加者へ送付
Zoomを使用して現地団体とシミュレーション
XX月　
実施・振り返り


	周知・募集方法
	メーリングリストに登録されたメンバーにメールにて周知し、参加者を募集する。
文京区内の施設にチラシを配布して周知する。
各種SNS（Twitter, Instagram, Facebook）を利用する。

	実 施 体 制
	〇〇団体5名
XXX団体5名
参加者（小学生とその保護者XX組）

	前年度からの拡充内容
※継続事業の場合はご記入ください。
	昨年度は各種SNSでの周知を行っていなかったが、今年度はSNSを積極的に活用し、より多くの人に事業を知ってもらえるように努める。
さらに、現地の素材で作品を作ることで、加賀繍の魅力を体感してもらい、子供たちの思い出に残るようにする。
また、金沢市にコンタクトを取り、金沢市の文化や観光情報についてのパンフレットなど資料提供を依頼し、金沢市の魅力もあわせて発信する。

	実施後の展望、今後の交流先との展望
	来年度以降も日本全国の様々な伝統文化を行う団体との催しを企画し、文京区の子供たちがより多くの文化体験を行う機会を提供していきたい。

	連絡先
名前　メールアドレス
	○○○○
△△＠xxx.com


※各項目へ詳細にご記入をお願いします。
※記入欄が足りない場合は追加してください。

※記入は黒のボールペン


（消えるボールペンは不可）


※シャチハタ不可





記入例








� eq \o\ac(○,印)�











1

